
　
兵
庫
県
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
な
ら
応
募
で
き
ま

す
。
応
募
作
品
は
す
べ
て
展
示
し
ま
す
。
展
示
場
所
は
、
都

道
府
県
立
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
は
日
本
最
大
級
の
展
示
面

積
を
誇
る
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
兵
庫
県
立
美
術
館
王
子

分
館
）
で
す
。

　
出
品
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
、
左
記
の
県
内
7
か
所
に
搬

入
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
優
秀
作
品
に
は
、
兵
庫
県
知
事

賞
ほ
か
多
数
の
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。
詳
細
は
当
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
部
門
】
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
・
鈴

懸
の
径
絵
画
（
日
本
画
ま
た
は
洋
画
で
、「
兵
庫
の
風
物
を

描
く
」
ま
た
は
「
花
を
描
く
」
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
作
品
）

【
出
品
料
】
各
部
門
一
人
２
点
ま
で
応
募
可
。
１
点
一
般
２

５
０
０
円
、大
学・
専
修
学
校
な
ど
５
０
０
円
、高
校
生
無
料
。

【
応
募
締
切
】
10
月
20
日
㈭

新進芸術家に発表の場を‼　兵庫県民会館けんみんホールで開催‼新進芸術家に発表の場を‼　兵庫県民会館けんみんホールで開催‼

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト・・リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

令和 4年 9月 1日（毎月1回1日発行）⑴ すずかけ・9月号 第423号

■…今月の色は「鶯茶：うぐいすちゃ」

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

兵庫県芸術文化協会

(公財）兵庫県芸術文化協会文化振興部

編集・発行人／西上三鶴
（公財）兵庫県芸術文化協会理事長

https://hyogo-arts.or.jp

〒650-0011 
神戸市中央区下山手通４丁目16番3号
（兵庫県民会館内）☎078-321-2002

フェイスブック

ユーチューブ

動画配信は
こちらをチェック！

ツイッター

インスタグラム

SNS
やっています！

ソーシャル
ネットワーク
サービス

● 発行所 ●

読者プレゼント 10月公演
のチケットを３組６人に。

会員特典 10月公演に友の会会員
をご招待。５組10人に。※いずれ
も応募多数の場合は抽選。応募方
法は本紙２面。9月15日㈭必着

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
　
友
の
会
に
つ
い
て

生
活
文
化
大
学
各
講
座
の
受
講
料
、
特
典
施
設
で
の
割
引
な
ど
お
得
が
い

っ
ぱ
い
の
友
の
会
は
、
年
会
費
３
０
０
０
円
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
1
年
間
）
で
す
。

　

※
年
度
途
中
か
ら
の
ご
入
会
で
も
３
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化
振
興
部
（
☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２
）

詳しくはHPへ

イベント内容 開催日 開催場所

ひょうご洋舞フェスティバル ※ 11月５日㈯ 県立芸術文化センター

全国手工芸コンクールinひょうご 11日㈮～13日㈰ 原田の森ギャラリー

兵庫県いけばな展（加西市会場） 12日㈯～13日㈰ 加西市民会館

兵庫県いけばな展（神戸展）※ 17日㈭～22日㈫ 大丸ミュージアムKOBE

阪神北文化フェスタ 13日㈰ 宝塚市立中央公民館

兵庫短歌祭 19日㈯ さよう文化情報センター

和太鼓フェスティバルin兵庫 20日㈰ やぶ市民交流広場

ひょうご俳句フェスティバル 23日(水・祝) 兵庫県民会館

第47回東はりまコーラス大会 23日(水・祝) やしろ国際学習塾

ふるさとの心をうたう西播磨音楽祭 12月 4日㈰ 山崎文化会館

第28回兵庫ふれあい美術展 23日㈮～25日㈰ 原田の森ギャラリー

第42回東播磨選抜美術展 2月17日㈮～19日㈰ 加古川総合文化センター

　
兵
庫
県
で
は
、
学
術
及
び
芸

術・
文
化
の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
、

功
績
が
顕
著
な
方
々
に
「
兵
庫

県
文
化
賞
」を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
受
賞
者
で
構
成
さ
れ
る

兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者
懇
話
会

が
、
県
内
５
地
域
を
巡
回
す
る

作
品
展
を
開
催
し
、絵
画
や
書
、

陶
芸
な
ど
の
小
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
作
品
は
入
札
で
購
入
で

き
、
収
益
金
の
一
部
は
芸
術
文

化
の
振
興
と
普
及
を
図
る
活
動

支
援
に
寄
付
し
ま
す
。

　
入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越

ふれあい文化の祭典イベント　11月～2月

令
和
令
和
44
年
度
ふ
れ
あ
い
文
化
の
祭
典

年
度
ふ
れ
あ
い
文
化
の
祭
典

し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化

振
興
部
☎
０
７
８
・
３
２
１
・

２
０
０
２

昨年のひょうご洋舞フェスティバル「くるみ
割り人形」撮影：古都栄二（テス大阪） 昨年の兵庫県いけばな展

昨年の様子

搬入場所 搬入日

嬉野台生涯教育センター（加東市）

12月5日㈪～6日㈫
10時30分～16時

西播磨文化会館（たつの市）

但馬文教府（豊岡市）

淡路文化会館（淡路市）

丹波の森公苑（丹波市） 12月6日㈫のみ
10時30分～16時ナカムラ画材店（姫路市）

原田の森ギャラリー（神戸市） 12月10日㈯
10時30分～15時

【
会
期
】
12
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化
振
興
部
☎
０

７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

第第2828回兵庫ふれあい美術展回兵庫ふれあい美術展

作品を募集！！
日本画、洋画など日本画、洋画など７７部門部門

場　　所 会　　期

兵庫県民アートギャラリー（神戸市） ９月29日㈭～10月２日㈰

丹波の森公苑（丹波市） 10月６日㈭～９日㈰

淡路文化会館（淡路市） 10月14日㈮～17日㈪

但馬文教府（豊岡市） 10月20日㈭～23日㈰

兵庫県いなみ野学園（加古川市） 10月26日㈬～29日㈯

　
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
躍
の
場
を
作
り
た
い
！　
誰
も
が
気
軽
に
音
楽

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
！　
そ
ん
な
思
い
か
ら
当
協
会
で
は
毎
月
１
回
、
兵
庫

県
民
会
館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
で
、
兵
庫
県
に
関
わ
り
の
深
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◇　
◇　
◇

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
：
兵
庫
県
民
会
館
１
階
フ
ロ
ン
ト
（
当

協
会
友
の
会
会
員
の
方
は
１
割
引
。
会
員
証
を
ご
提
示
く
だ

さ
い
） 9月10月

名田綾子

Ｖ
ｏ
ｌ
．
51

名
田
綾
子
作
品
個
展

　
　
世
界
は
彩
り
に
溢
れ
て

Ｖ
ｏ
ｌ
．
52

塚
本
芙
美
香
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
9
月
29
日
㈭
19
時

【
出
演
】
作
曲
・
編
曲
・
ピ
ア
ノ
／
名
田
綾
子

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
／
中
坂
文
香
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
根
垣
り
の
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
カ

ル
テ
ッ
ト
・
コ
パ
ン

【
予
定
曲
目
】
こ
ど
も
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
曲
集
『
朝
の
ス
ケ
ッ
チ
』
よ
り
、
歌
と

楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
小
さ
な
花
」、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
「
P
o
e
t
r
y

o
f
K
O
B
E
」
ほ
か

【
入
場
料
】
２
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

＊
い
け
ば
な
／
熊
原
恵
甫　
（
未
生
真
流
）

【
日
時
】
10
月
14
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
塚
本
芙
美
香

塚
本
芙
美
香
＝
兵
庫
県
立
西
宮
高
校
音
楽
科
、
東
京

藝
術
大
学
を
経
て
、
同
大
学
大
学
院
修
了
。
モ
ー
ツ

ァ
ル
テ
ウ
ム
音
楽
大
学
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
、
ス
ペ
イ

ン
マ
ド
リ
ー
ド
国
際
音
楽
講
習
会
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立

塚本芙美香

音
楽
大
学
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
修
了
。
第
9
回
神
戸
芸
術
セ

ン
タ
ー
記
念
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
1
位
。
文
化
庁
委
託
事

業
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
に
て
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
。

【
予
定
曲
目
】
バ
ッ
ハ
／
ト
ッ
カ
ー
タ
嬰
ヘ
短
調
Ｂ
Ｗ
Ｖ

９
１
０
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
ニ
長
調

作
品
Ｋ
５
７
６
ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
１
０
０
０
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
梶
山
恵
甫
（
未
生
流
）

　
令
和
４
年
度
ふ
れ
あ
い
文
化
の
祭
典
の
11
月

以
降
の
12
イ
ベ
ン
ト
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
当
協
会
H
P
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※詳しくはＨＰへ

・
２
０
０
２
）

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化
振
興
部
（
☎
０
７
８
・
３
２
１

県
文
化
賞
受
賞
者
小
品
展

県
文
化
賞
受
賞
者
小
品
展

神
戸
神
戸
・・
丹
波
丹
波
・・
淡
路
淡
路
・・
但
馬
但
馬
・・
東
播
磨

東
播
磨

県
内
県
内
５５
地
域
を
巡
回
開
催

地
域
を
巡
回
開
催

※は有料イベント。それ以外は無料でご入場いただけます。（一部事前申し込みが必要）



■第 25回 游神書道展〈1階〉　書約 40点
■第 55回 甲墨会展〈1階〉　書約27点
■[公募展]彩華国際水墨画・墨彩画展2022〈2階〉
　水墨画・墨彩画約100点

■第 27回 神戸YPC写真展〈2階〉
　写真約 50点

■ART WORK 2022〈1階〉
　洋画約 30点

■ 人と海のフォトコンテスト 第 33回マリナー
ズ・アイ展〈1階〉　写真約120点
■第 49回 表装美術展・第 24回全国表装作品
展〈2階〉
　表装作品約100点

■鴎童会 第 24回神戸展〈2階〉
　日本画･洋画･工芸約 60点

■神戸大学美術部凌美会　9月展〈2階〉
　洋画･彫刻約 25点

■ 2022 兵庫県文化賞受賞者小品展〈1階〉
　日本画･洋画･書等の色紙約 40点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
　兵庫県立西宮高等学校音楽科 39期生によるコンサート

■兵庫県美術家同盟新進作家選抜展
　兵庫県美術家同盟所属の7人の作品展

■魯迅美術学院 王希奇教授「一九四六」神戸展
〈本館2階〉　油絵と墨絵の合作 約 10 点
■ PHOTOREFLECTIONS"Intimaté du 
portrait"〈東館2階〉　写真約 50点
■北村行敏展〈本館1階〉　洋画約100点
■第49回在日朝鮮学生美術展神戸展〈本館2階〉
　総合約1200 点

■ 2022 神戸新世紀小品展〈東館1階〉
　洋画約 70点

■４ヵ国写真クラブ合同展 2022〈東館2階〉
　 写真約 85点

■第3回全国シャドーボックス美術展〈本館1階〉
　工芸約 80点

■第6回こうべ障がい者芸術フェスタHUG 展̟
2022〈本館2階〉　総合約 500点
■関西春陽会 版画 2022〈東館1階〉
　版画約 50点

■原田ゆみ絵画展 はばたく(HABATAKU)
〈東館2階〉　アクリル画約 40点
■関西春陽会 絵画部展 2022〈本館1階〉
　洋画約 40点

■ 2022年第 2回公募maru arts 展〈東館1・2
階〉　総合約100点
■第 39回国画会神戸作家展〈東館1階〉
　洋画約 40点

■第35回日本の自然を描く展 西日本展〈本館2階〉
　絵画等の平面作品約 500点
　　　5組 10人にチケットプレゼント。締切 9/15 ㈭必着

■公募第 44回青朝会日本水墨画展 兵庫県巡
回展〈東館1・2階〉　水墨画約100点
■ライフスペース・プロペラ作品展
〈障害者アートギャラリー〉　洋画約 23点

■横尾さんのパレット
　 展示室をパレットに見立てたインスタレーションでヨコオ
ワールドを再構築

■特別展「ボストン美術館所蔵 THE HEROES 
刀剣×浮世絵―武者たちの物語」
　ボストン美術館所蔵品の武者絵と秘蔵の刀剣等を展示
　　　5組 10人にチケットプレゼント。締切 9/12 ㈪必着

プレゼントのご応募について

記載の【友の会割引あり】は、原則として兵庫県芸術文化協会友
の会会員、ご本人様のみ適用

催物情報催物情報 イ ベ ン ト ガ イ ドイ ベ ン ト ガ イ ド

兵庫県民アートギャラリー　☎０７８・３２１・２１３１

9月 2日㈮～4日㈰※入場無料
9月12日㈪～14日㈬※入場無料
9月14日㈬～18日㈰
※入場無料

9月14日㈬～19日㈪
※入場無料

9月16日㈮～20日㈫
※入場無料

9月21日㈬～28日㈭
※入場無料

9月24日㈯～25日㈰
※入場無料

9月27日㈫～10 月2日㈰
※入場無料

9月27日㈫～ 10月1日㈯
※入場無料

9月29日㈭～ 10月2日㈰
※入場無料

9月17日㈯ 14 時～14 時 30 分
※入場無料

～ 9月30日㈯
※入場無料

～9月4日㈰
※入場料 1000 円（大学院生以下無料）

～9月4日㈰
※入場料 1500 円

9月6日㈫～11日㈰※入場無料
9月 7日㈬～11 日㈰
※入場無料

9月 7日㈬～11 日㈰
※入場無料

9月 7日㈬～11 日㈰
※入場無料

9月14日㈬～18日㈰
※入場無料

9月17日㈯～24日㈯
※入場無料

9月13日㈫～18日㈰
※入場無料

9月13日㈫～18日㈰
※入場無料

9月21日㈬～25日㈰
※入場無料

9月21日㈬～25日㈰
※入場無料

9月27日㈫～10月2日㈰
※入場無料

9月28日㈬～10月2日㈰
※入場料 500 円

9 月28日㈬～10月2日㈰
※入場無料

～ 9月30日㈮

～12月25日㈰
※入場料 700円ほか【友の会割引あり】

9月10日㈯～11月20日㈰
※一般 1800 円ほか【友の会割引あり】

原田の森ギャラリー　☎０７８・８01・１５９１

兵庫県立美術館　☎０７８・２６２・１０１１

①希望プレゼント名 ②〒住所 ③氏名 ④電話番号 ⑤友の会会員の方は会員番号
⑥ご意見・ご感想を明記し、ハガキかFAXで送付。
＊ 応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
＊ 応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発送・関連する
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横尾忠則現代美術館　☎０７８・８５５・５６０７

　
平
安
時
代
に
起
源
を
持
つ
と

い
わ
れ
る
須
磨
琴
の
魅
力
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
入
門
講

座
「
須
磨
琴
の
ス
ス
メ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
須
磨
琴
は
一
枚
の
板
に
一
本

の
絃
を
張
っ
た
だ
け
の
素
朴
な

琴
で
、
六
歌
仙
の
一
人
・
在
原

の
あ
る
県
公
館
の
楠
園
亭

で
、
プ
チ
演
奏
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
10
月
５
日
㈬
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館
和
風

会
議
室
（
楠
園
亭
）

【
講
師
】
一
絃
須
磨
琴
保
存

会【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】
６
名
（
先
着
順
）

【
申
込
み
】
氏
名
、
年
齢
、

〒
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
を
記
入
の
う
え
、
当
協
会

文
化
振
興
部
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
７
８
・
３
２
１
・
２
１

３
９
）
ま
た
は
メ
ー
ル

（sinkoubu@
hyogo-

arts.or.jp

）、
ま
た
は
電
話

（
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０

０
２
）
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
開
催
３
日
前
ま
で
に
受
講

案
内
を
お
送
り
し
ま
す

ひょうごアーティストサロン　☎０７８・３２１・２００５

伝
統
文
化
体
験
教
室

「
須
磨
琴
の
ス
ス
メ
」

参
加
者
を
募
集

業
平
の
兄
・
行
平
が
須

磨
の
浜
辺
に
流
れ
着
い

た
木
片
で
製
作
し
た
と

も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
一
絃
須
磨

琴
保
存
会
が
生
演
奏
を

披
露
す
る
ほ
か
、
師
範

の
指
導
の
も
と
、
清
雅

で
素
朴
な
音
色
を
実
際

に
奏
で
て
体
験
し
ま
す
。

　
風
流
な
日
本
文
化
で

兵
庫
県
ゆ
か
り
の
伝
統

楽
器
で
す
。
雅
な
趣
き

　
ア
ー
ト
の
力
で
ま
ち
を
盛
り

上
げ
る
「
ア
ー
ト de 

元
気
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
ょ
う
ご
」
の
関

連
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
県
内
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
先
月
号
で
ご
紹
介

し
た
「
六
甲
ミ
ー
ツ
・
ア
ー
ト

芸
術
散
歩
２
０
２
２
」
以
外
の

６
つ
の
芸
術
祭
を
ご
案
内
し
ま

す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

原
町
妻
入
商
家
群
（
丹
波
篠
山

市
）

【
問
い
合
わ
せ
】
丹
波
篠
山
・

ま
ち
な
み
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
（
☎
０
７
９

・
５
５
２
・
２
５
２
４
）

■
龍
野
国
際
映
像

祭
２
０
２
２

　
約
３
２
０
０
作

昨年の「須磨琴のススメ」の様子

県内各地で芸術祭を開催

ひょうごのアートイベントにひょうごのアートイベントに
出かけよう！出かけよう！

アートde元気ネットワークひょうご

■
豊
岡
ア
ー
ト
シ

ー
ズ
ン
２
０
２
２

　

演
劇
、
音
楽
、

　
身
近
な
木
を
素

材
に
し
た
木
彫
フ

ォ
ー
ク
ア
ー
ト
を

■
丹
波
篠
山
・
ま

ち
な
み
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
城
下
町
の
風
情
を
今
に
伝
え

る
河
原
町
妻
入
商
家
群
に
ア
ー

■
あ
さ
ご
芸
術
の

森
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２

２
″
秋
〞

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
テ
ー
マ
に
キ

ャ
ン
ド
ル
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で

園
内
を
彩
る
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な

夜
」、
手
作
り
作
品
の
販
売
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
に
ぎ
わ
う

「
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
メ

イ
ン
に
実
施
し
ま
す
。

【
日
程
】10
月
22
日
㈯・
23
日
㈰
、

11
月
６
日
㈰

【
場
所
】
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美

術
館
周
辺
（
朝
来
市
）

【
問
い
合
わ
せ
】
あ
さ
ご
芸
術

の
森
美
術
館
（
☎
０
７
９
・
６

７
０
・
４
１
１
１
）

テ
ィ
ス
ト
た

ち
が
芸
術
空

間
を
創
出
し

ま
す
。

【
日
程
】
９

月
17
日
㈯
〜

25
日
㈰

【
場
所
】
河

品
か
ら
厳
選
し
た
ノ
ミ
ネ
ー
ト

作
品
を
上
映
す
る
ほ
か
、
家
族

で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

を
上
映
。
薮
田
翔
一
作
曲
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
し
ま
す
。

【
日
程
】
11
月
13
日
㈰
〜
20
日

㈰【
場
所
】ア
ポ
ロ
ス
タ
ヂ
オ
（
た

つ
の
市
龍
野
町
）、
ガ
レ
リ
ア

ア
ー
ツ
＆
テ
ィ
ー
（
同
）

■
下
町
芸
術
祭

　
神
戸
市
長
田
区

を
舞
台
に
２
年
に

一
度
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
今

年
は
開
催
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
新
長
田
ア
ー

ト
コ
モ
ン
ズ
実
行
委
員
会
（
☎

０
７
８
・
６
４
７
・
７
４
３
０
）

豊岡アートシーズン　おんぷの祭典江原
河畔劇場

木
彫
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
お
お
や

第
27
回
グ
ラ
ン
プ
リ
「
獺
魚
を
祭
る
」

アート de 元
気ネットワー
クひょうごの
サイトはこちら

ダ
ン
ス
、
美
術
な
ど
70
を
超
え

る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。

【
日
程
】
令
和
５
年
３
月
31
日

㈮
ま
で

【
場
所
】豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、
城

崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】Toyooka 

Art Season

事
務
局
（
☎
０

７
９
６
・
２
３
・
１
１
６
０
）

■
木
彫
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
お
お

や

公
募
し
優
秀
な
作
品
を
展
示
。

【
日
程
】
９
月
16
日
㈮
〜
10
月

２
日
㈰

【
場
所
】
養
父
市
立
お
お
や
ホ

ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】
木
彫
フ
ォ
ー

ク
ア
ー
ト
お
お
や
事
務
局
（
☎

０
７
９
・
６
６
９
・
０
１
２
０
）
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兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
８
・
６
８
・
０
２
５
５

佐
渡
裕
芸
術
監
督
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ジ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー

・
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
年
の
ジ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
は

超
豪
華
！
鈴
木
秀
美
が
タ
ク
ト

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
恋
愛
喜

劇
の
傑
作
！

　
舞
台
は
シ
チ
リ
ア
島
。
か

た
や
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
言
い

争
い
ば
か
り
、
か
た
や
両
思

い
に
も
関
わ
ら
ず
悪
事
に
翻

弄
さ
れ
る
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
。

だ
ま
し
だ
ま
さ
れ
す
れ
違
う

ふ
た
つ
の
恋
の
行
く
末
は

―
？

　
文
学
座
か
ら
日
本
を
代
表

す
る
演
出
家
・
鵜
山
仁
を
迎

え
、〝
芸
術
の
秋
〞
に
ぴ
っ

た
り
の
夢
の
舞
台
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

【
作
】
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

【
翻
訳
】
喜
志
哲
雄
〈
岩
波

文
庫
刊
〉

【
演
出
】
鵜
山
仁
（
文
学
座
）

【
出
演
】橘
義
、
吉
村
祐
樹
、

岡
田
力
、
三
坂
賢
二
郎
、

谷
口
遼
、
堀
江
勇
気
、
森

好
文
、
今
仲
ひ
ろ
し
、
樫
村

千
晶
、森
万
紀
、亀
井
妙
子
、

有
川
理
沙
、
平
井
久
美
子
、

孫
高
宏
、
風
太
郎
、
浜
崎

大
介
、
木
村
美
憂

【
日
時
】
10
月
6
日
㈭
18
時
、

7
日
㈮
14
時
、
8
日
㈯
11
時

／
16
時
、
9
日
㈰
14
時
、
10

日
（
月
・
祝
）
14
時

【
会
場
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
３
５
０
０

円
、
大
学
・
専
門
学
校
生
２

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
２

０
０
０
円

を
振
る
い
、
2
0
2
1
年
シ
ョ

パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

☎
０
６
・
６
４
２
６
・
１
９
４
０

チケットを購入されるお客様へ

新型コロナウイルス感染防止対策にご理解とご協力をお
願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場できません（マ
ウスシールド不可）。
※平熱より1℃以上、もしくは37.5℃以上の発熱がある
方は入場をお断りさせていただきます。

※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣席を空けな
い配席で販売します。

※来場者情報を把握するため、芸術文化センターでのチケッ
トのご購入は芸術文化センター先行予約会員の登録（無
料）が必要です。 お一人様2枚までとさせていただきます。

※掲載の情報は、やむを得ない事情により、中止・変更
になる場合がございます。最新の情報につきまして
は、当センターウェブサイト等をご確認ください。
※公演が中止・延期になった場合、購入者の方には、先行
予約会員に登録されているメールアドレスに、メールで
お知らせいたします。

9月10日発売

鈴木秀美 小林愛実

三坂賢二郎

文
学
座「

欲
望
と
い
う
名
の
電
車
」

　
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
の
最
高
傑
作
に
し
て
、
ア

メ
リ
カ
演
劇
の
不
朽
の
名
作
。

　
「
欲
望
」
と
い
う
名
の
電

車
に
乗
っ
て
、「
墓
場
」
と

い
う
電
車
に
乗
り
換
え
、「
天

国
」
で
下
車
し
現
れ
た
ブ
ラ

ン
チ
。
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の

場
末
の
熱
気
の
中
で
生
き
抜

い
て
き
た
ス
タ
ン
リ
ー
。

　
相
反
す
る
二
人
の
強
烈
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
衝
突
が
織
り

な
す
人
間
ド
ラ
マ
。

【
作
】テ
ネ
シ
ー・ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ【
訳
】
小
田
島
恒
志

【
演
出
】
高
橋
正
徳

【
出
演
】
山
本
郁
子
、
横
田

栄
司
、
助
川
嘉
隆
、
渋
谷
は

る
か
、中
川
雅
子
、大
滝
寛
、

沢
田
冬
樹
、
千
田
美
智
子
、

柴
田
美
波
、
西
村
知
泰
、
磯

田
美
絵
、
小
林
勝
也

【
日
時
】
11
月
12
日
㈯
15
時
、

13
日
㈰
13
時

【
会
場
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー　
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
４
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
２
０
０
０

円

横田栄司山本郁子

で
第
４
位
を
獲
得
し
た
小
林
愛

実
、
来
年
の
佐
渡
芸
術
監
督
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
『
ド
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』
の
お
誘
い
と

し
て
選
り
す
ぐ
り
の
名
曲
を
名

ソ
リ
ス
ト
達
の
美
声
で
聴
か
せ

ま
す
。
神
戸
市
混
声
合
唱
団
の

豊
か
な
歌
声
と
、
P
A
C
の
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
に
も
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】
シ
ュ
ー
マ
ン
：
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：

歌
劇
「
ド
ン・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」

よ
り
ほ
か

高橋維 河野鉄平

 高野百合絵

【
指
揮
】
鈴
木
秀
美

【
出
演
】小
林
愛
実
（
ピ
ア
ノ
）、

高
野
百
合
絵
、
高
橋
維
（
ソ

プ
ラ
ノ
）、
大
西
宇
宙
（
バ
リ

ト
ン
）、
河
野
鉄
平
（
バ
ス
）、

神
戸
市
混
声
合
唱
団
、
兵
庫
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団

【
日
時
】
12
月
31
日
㈯
15
時

【
場
所
】
K
O
B
E
L
C
O
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
A
席
5
0
0
0

円
、
B
席
4
0
0
0
円
、
C
席

3
0
0
0
円
、
D
席
2
0
0
0

円

奇
跡
の
四カ
ル
テ
ッ
ト

重
奏

樫
本
大
進
＆
赤
坂
智
子
＆
ユ
リ
ア

ン
・
シ
ュ
テ
ッ
ケ
ル
＆
藤
田
真
央

　
驚
く
べ
き
顔
ぶ
れ
に
よ
る
カ

ル
テ
ッ
ト
が
こ
の
秋
実
現
！

　
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
第
1
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
、
樫
本
大
進
。
欧

州
を
拠
点
に
活
躍
す
る
ヴ
ィ
オ

ラ
の
赤
坂
智
子
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
チ
ェ
ロ

奏
者
ユ
リ
ア
ン
・
シ
ュ
テ
ッ
ケ

ル
。
そ
し
て
ピ
ア
ノ
は
、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
第
2
位
入
賞
の
藤
田
真
央
。

い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を

代
表
す
る
名
手
た
ち
の
夢
の
競

演
で
す
。

【
曲
目
】モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
ピ
ア

ノ
四
重
奏
曲
第
1
番
ト
短
調
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
：
ピ
ア
ノ

三
重
奏
曲
第
1
番
ニ
短
調（
ピ

ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ

ロ
）、
ブ
ラ
ー
ム
ス
：
ピ
ア
ノ
四

重
奏
曲
第
1
番
ト
短
調

【
出
演
】
樫
本
大
進
（
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
）、赤
坂
智
子（
ヴ
ィ
オ
ラ
）、

ユ
リ
ア
ン・
シ
ュ
テ
ッ
ケ
ル
（
チ

ェ
ロ
）、
藤
田
真
央
（
ピ
ア
ノ
）

【
日
時
】
11
月
27
日
㈰
15
時

【
場
所
】
K
O
B
E
L
C
O
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】A
席
6
0
0
0
円
、
B

席
4
5
0
0
円
、
C
席
3
0
0
0

円
、
D
席
2
0
0
0
円

9月10日発売

樫本大進 赤坂智子

ユリアン・シュテッケル 藤田真央

１
０
０
年
の
詩
物
語

朗
読
劇「
ア
ネ
ト
〜
姉
と
弟
の
八
十
年
間
の
手
紙
〜
」

　
二
人
の
時
間
を
つ
な
い
だ
の

は
、
一
篇
の
詩
だ
っ
た
―
劇
作

家・
土
田
英
生
が
書
き
下
ろ
す
、

「
詩
の
朗
読
×
ド
ラ
マ
」。

　
「
神
戸
の
詩
人
さ
ん
」
と
し

て
親
し
ま
れ
た
竹
中
郁
。
そ
の

作
品
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ

た
イ
メ
ー
ジ
を
基
に
、
テ
レ
ビ

・
映
画
の
脚
本
も
多
数
手
が
け

る
土
田
が
、
全
く
新
し
い
形
の

朗
読
劇
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
詩
の
朗
読
を
折
々
に
織
り
込

み
な
が
ら
、
互
い
を
知
ら
ず
に

育
ち
離
れ
て
暮
ら
す
姉
と
弟
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
と
二
人
の
情

愛
を
描
き
ま
す
。

　
姉
役
・
弟
役
に
は
、
と
も
に

兵
庫
県
出
身
の
南
野
陽
子
、
文

学
座
の
林
田
一
高
を
迎
え
ま

す
。
作
家
と
詩
、
役
者
の
出
会

い
が
生
み
出
す
繊
細
で
心
温
ま

る
詩
物
語
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
作
・
演
出
】
土
田
英
生

【
詩
】
竹
中
郁

【
出
演
】南
野
陽
子
、
林
田
一
高

ほ
か

【
日
時
】
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

14
時

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
大
人
3
5
0
0
円
、

25
歳
以
下
１
５
０
０
円

南野陽子

林田一高
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9月11日発売

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
第
74
回
公
演

「
か
ら
騒
ぎ
」

岡田 力 森 万紀

樫村千晶

©Koki Nishida©Koki Nishida会　期　 9月24日（土）・25日（日）10時～17時
会　場　兵庫県民アートギャラリー 2階
主　催　兵庫県表具内装組合連合会
共　催　全国表具経師内装組合連合会
後　援　中央職業能力開発協会・全国技能士会連合会・（一社）日本襖振興会
　　　　兵庫県・神戸市・（公財）兵庫県芸術文化協会・兵庫県職業能力開発協会
　　　　兵庫県書作家協会・兵庫県日本画家連盟・兵庫県技能士会連合会
　　　　全国表具経師内装組合連合会・西日本表具内装協会
　　　　神戸新聞社・サンテレビジョン

助川嘉隆渋谷はるか



ヨドコウ迎賓館（旧山邑家住宅）

○展示パネル、室内
　照明等リニューアル
○小展示室を拡張し、
　より広く使いやすく

兵庫県民アート
ギャラリー情報

36

友
の
会（
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
）た
ず
ね
歩
き

兵
庫
陶
芸
美
術
館

丹
波
焼
の
歴
史
、工
芸
美
術
品
の
魅
力
を
紹
介

県
道
下
立
杭
柏
原
線

四
斗
谷
川

東
条
川 ＪＲ相野駅

兵庫陶芸美術館兵庫陶芸美術館
丹波伝統工芸公園
「立杭陶の郷」
丹波伝統工芸公園
「立杭陶の郷」

甕か
め
、
徳
利
な
ど
約
30
点
が
時
計

回
り
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
室
町
時
代
ま
で
の
鮮
緑
色
の

「
自
然
釉
」
か
ら
、
江
戸
時
代

に
は
鮮
赤
色
の
「
赤あ
か
ど
べ

土
部
」、

栗
の
皮
の
よ
う
な
色・
艶
の「
栗

皮
釉
」、
白
土
を
塗
っ
た
「
白

丹
波
」
と
移
り
変
わ
り
が
楽
し

め
ま
す
。

　
年
４
回
の
特
別
展
は
工
芸
全

般
へ
と
一
気
に
テ
ー
マ
が
広
が

り
、
様
々
な
作
家
に
よ
る
美
術

品
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
美
術
館
の
近
年
の
展
覧
会
入

館
者
は
、
令
和
元
年
度
＝
３
万

７
千
人
、
２
年
度
＝
１
万
７
千

人
、
３
年
度
＝
３
万
８
千
人
。

コ
ロ
ナ
禍
初
年
の
２
年
度
は
長

期
の
休
館
も
響
い
て
大
き
く
落

ち
込
み
ま
し
た
が
、
３
年
度
は

客
足
が
回
復
。
そ
の
大
き

な
理
由
は
、
秋
の
「
ザ
・

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

展
」
が
人
気
を
博
し
た
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
今
年
は

９
月
10
日
㈯
か
ら
11
月
27

日
㈰
ま
で
特
別
展
「
ル
ネ

・
ラ
リ
ッ
ク
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
を
代

表
す
る
ガ
ラ
ス
工
芸
作
家

中高年者向けの陶芸ワークショップの様子

鮮緑色の「自然釉」が見
られる室町時代中期の壺
（田中寛コレクション）

９
６
６
年
、
神
戸
市
中
央
区
に

財
団
法
人
兵
庫
県
陶
芸
館
を
創

設
。
同
氏
の
死
後
に
陶
芸
館
か

ら
９
０
１
件
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
県
に
寄
せ
ら
れ
、
後
世
に
伝

え
よ
う
と
美
術
館
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
収
蔵
品
は
現
在
、
３

千
点
以
上
に
上
る
そ
う
で
す
。

　
展
示
棟
に
は
３
フ
ロ
ア
に
５

つ
の
展
示
室
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
で
常
設
の
テ
ー
マ
展
「
丹
波

焼
の
世
界
」、
他
の
４
室
を
使

っ
て
年
間
４
シ
リ
ー
ズ
の
特
別

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
丹
波
焼
は
平
安
時
代
末
期
か

▶兵庫陶芸美術館＝ 丹波篠
山市今田町上立杭４。開館
は10時～18時（入館は17時
30分まで）。月曜休館（祝
日の場合は翌日）。観覧料
は、特別展（テーマ展を含
む）が一般600円～1200円
（500円～900円）、大学生
500円～900円。テーマ展の
みは一般200円（150円）、
大学生150円。高校生以下は
無料。特別展の観覧料は展
覧会ごとに異なります。詳
細はホームページでご確認
を。特別展開催期間中はテ
ーマ展のみの観覧はできま
せん。☎079･597･3961
▼丹波伝統工芸公園「立杭
陶の郷」＝丹波篠山市今田
町上立杭３。開園は10時～
17時。火曜休園（祝日は営
業）。入園料は200円（160
円）、小中学生50円。☎07
9･597･2034
※観覧料・入園料の（　）内
は当協会友の会会員料金。

　
兵
庫
陶
芸
美
術
館
は
、
陶

磁
器
を
専
門
に
扱
う
県
立
の

美
術
館
で
す
。
丹
波
篠
山
市

の
「
丹
波
焼
の
里
」
で
２
０

０
５
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
相
野
駅
前

か
ら
神
姫
グ
リ
ー
ン
バ
ス
に

乗
車
し
、
約
20
分
で
美
術
館

の
玄
関
前
に
着
き
ま
す
。

　
収
蔵
品
の
中
心
は
、
全
但

バ
ス
の
社
長
だ
っ
た
田
中
寛

氏（
１
９
０
４
〜
１
９
８
１
）

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
田

中
氏
は
県
内
で
作
ら
れ
た
や

き
も
の
を
中
心
に
蒐
集
し
１

展示棟の正面玄関前

で
、
20
世
紀
初
頭
に
ア
ー
ル
・

デ
コ
の
新
時
代
を
切
り
開
い
た

ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
の
「
モ
ダ
ン

・
エ
レ
ガ
ン
ス
」
の
世
界
が
紹
介

さ
れ
ま
す
。
世
界
屈
指
の
ガ
ラ

ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
北

澤
美
術
館
所
蔵
の
作
品
か
ら
厳

選
さ
れ
た
名
品
で
す
。

お出かけ
ちょっとメモ

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　

特
別
展
「
ル
ネ
・
ラ
リ

ッ
ク
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
抽
選

で
５
組
10
人
に
。
応
募
方
法

は
本
紙
２
面
。
９
月
12
日
㈪

必
着
。

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
が
あ

り
ま
す
。
人
材
養
成
や
創
作
・

学
習
を
主
な
事
業
に
挙
げ
、
豊

か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
的
環
境
の
創

出
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
ま

す
。

　
美
術
館
の
南
隣
に
は
「
立た
ち
杭く
い

陶す
え
の
郷さ
と
」
が
あ
り
ま
す
。
丹
波

江戸時代前期の赤土部
徳利「太右衛門」銘（田
中寛コレクション）

ら
約
８
０
０

年
の
長
い
歴

史
が
あ
り
、

「
日
本
六ろ
っ

古こ
よ
う窯
」
の
一

つ
と
し
て
日

本
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い

ま
す
。
テ
ー

マ
展
で
は
鎌

倉
時
代
か
ら

現
代
ま
で
、

丹
波
焼
の
歴

史
を
た
ど
る

よ
う
に
壺
、

焼
の
窯
元
約
60
軒
の
う
ち

50
軒
が
加
盟
し
て
い
る
丹

波
立
杭
陶
磁
器
協
同
組
合

が
管
理
・
運
営
す
る
施
設

で
す
。
57
の
ブ
ー
ス
と
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
焼
き

物
を
即
売
す
る
「
窯
元
横

丁
」
と
、
予
約
な
し
で
手
び

ね
り
（
粘
土
細
工
）
や
絵
付

け
体
験
に
挑
戦
で
き
る
陶

芸
教
室
が
人
気
で
す
。
登

り
窯
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

「立杭陶の郷」の窯元横丁。オープンスペ
ースやブースで各窯元の丹波焼が買える

　
西
宮
、
芦
屋
市
内
で
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ

ト
を
周
遊
し
、
ク
イ
ズ
を
解
い
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
す
。
応

募
者
に
は
抽
選
で
素
敵
な
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

参
加
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
必
要
で
す
。

【
日
時
】
10
月
15
日
㈯
〜
12
月
11
日
㈰

【
ス
ポ
ッ
ト
】
西
宮
市
内
（
旧
山
本
家
住
宅
、
甲
子
園
会
館
、

酒
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
）
▼
芦
屋
市
内
（
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
、

旧
宮
塚
町
住
宅
、
芦
屋
警
察
署
旧
庁
舎
玄
関
な
ど
）

【
問
い
合
わ
せ
】
イ
ベ
ン
ト
事
務
局
☎
０
８
０
・
６
４
７
３
・

１
４
１
６
（
平
日
10
時
〜
17
時
）

〝
モ
ダ
ニ
ズ
ム
ク
イ
ズ
巡
礼
〞デ
ジ
タ
ル
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

大
阪
―
神
戸
間
で
明
治
末
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
育
ま
れ
た
、
近
代
的

な
芸
術
文
化
や
生
活
様
式
を
今
に
伝
え

る
「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」。
阪
神
南

県
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
往
時
の
独
創
的

な
建
築
物
や
多
彩
な
文
化
を
紹
介
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
ラ
ジ
オ
関
西
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
谷
五
郎
氏
、
地
域
学
が

専
門
の
山
崎
整
・
神
戸
学
院
大
学
客
員
教
授
と
と
も
に
、
阪
神

間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
４
日
㈮
12
時
30
分
〜
17
時

阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
魅
力
を
訪
ね
る

ま
ち
あ
る
き
バ
ス
ツ
ア
ー

【
募
集
期
間
】
10
月
１
日
㈯
〜
16
日
㈰

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
コ
ー
ス
】
バ
ス
に
乗
車
し
、
ヨ
ド
コ
ウ
迎

賓
館
〜
芦
屋
仏
教
会
館
〜
旧
山
本
家
住
宅
〜

今
津
六
角
堂
〜
関
寿
庵
（
甘
味
処
）

【
参
加
料
】
２
０
０
０
円
（
喫
茶
・
お
土
産

付
き
）

【
問
い
合
わ
せ
】イ
ベ
ン
ト
事
務
局
☎
０
６
・

６
３
４
７・
６
５
１
５
（
平
日
10
時
〜
17
時
）

両イベントの
詳細・参加申し
込みは左記の
サイトから

　
ラ
ジ
オ
関
西
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
谷
五
郎
氏
、
地
域
学
が

専
門
の
山
崎
整
・
神
戸
学
院
大
学
客
員
教
授
と
と
も
に
、
阪
神

間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

体感する体感する阪神間モダニズム阪神間モダニズム
「知る・見る・巡る」で魅力再発見

ルネ・ラリック
展のサイトは
こちら

　
展
示
棟
以
外
に
、
研
修
棟
は

講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
会
議
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
利
用

で
き
、
管
理
棟
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
専
門
図
書
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